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「令和2年度男女共同参画センター評価結果」　　　　　　　　　　　　　所管課　企画課

№ 基　準　項　目 総合評価

1
施設の設置目的を理解した運営
であったか Ａ

2
市が示した管理運営方針と実施
内容が合致していたか Ａ

2
平等な利用を図るための具
体的な手法およびその効果

1
施設管理や事業内容に偏りはな
かったか Ａ

1
年間の広報内容は適切であった
か A

2
利用拡大の取組内容は適切で
あったか Ａ

1
サービス向上のための取組内容
は適切であったか A

2
全体的に施設の機能を活用した
内容であったか Ａ

1 維持管理内容は適切であったか
Ａ

2
安全に配慮した維持管理内容で
あったか Ａ

1
管理経費は提案価格よりも縮減
となっていたか Ａ

2
使用料収入は、目標を達成でき
たか B

1
収支計画の内容、適格性お
よび実現の可能性

1
収支の内訳と事業内容の整合性
はあったか Ａ

1
職員の確保を含め、職員体制は
十分な内容であったか Ａ

2
職員の指導・育成や研修体制は
適切であったか Ａ

3
安定的な管理運営が可能と
なる経済的基盤

1
団体の財務状況は良好であった
か Ａ

1
事業は、センターの目的を達成
するのに適切な内容であったか A

2 必須事業内容は適切であったか
Ａ

3
市民や事業者と協働で取り組む
事業内容は適切であったか Ａ

評　価　項　目 細　　　　　　　目

1

（１）総合評価は、評価基準の各項目ごとに委員会でＡ、Ｂ、Ｃの３段階で評価した。

（２）評価は、以下の３段階とする。
　　　Ａ…優れている
　　　Ｂ…概ね適正に行われている
　　　Ｃ…改善を要する

（３）評価結果

市民の平等な利用の確
保

1
施設の設置目的および
市の管理運営方針

2
施設の効用の最大限の
発揮

1
利用者の増加を図るための
具体的手法およびその効果

2
サービスの向上を図るため
の具体的手法およびその効
果

3
施設の維持管理内容、適格
性および実現の可能性

3 管理業務の経費の縮減 1
管理業務経費縮減の実現の
可能性

4
管理を安定して行うこ
とができる経営規模や
経営能力

2
安定的な管理運営が可能と
なる人的配置

　新型コロナウィルス感染症の感染拡大の状況下においても男女共同参画社会の実現に向け、利用者への安
全・安心に配慮し、適正な運営がされている。施設使用料の減収についも、約2か月の休館、および再開後の
利用人数制限などの影響によるものであり、概ね妥当であると思われる。また、休館により中止・変更された事
業の予算をトイレの自動手洗い器の設置などに活用し、施設の良好な維持管理に努められている。各種講座
や企画について、限られた予算および人員の中で、創意工夫を凝らし、利用者にとって満足度の高い結果を得
られている。講座や企画のオンライン化など模索中のところもあるが、コロナの状況如何に関わらず、今後、さ
らにターゲット層に届くようより効果的な方法や若い世代の参加拡大に工夫されたい。

5 適切な事業の取組 1
男女共同参画推進事業の効
果的な取組

評価の理由、コメント Ａ…17　　　　Ｂ…1　　　Ｃ…０


